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一次方程式になるので，解は不定である．その   
中から1つだけ解を選ぶには，これくらい流   
量があるだろうという先験的なOD表をあら   
かじめ作っておいて，それになるべく近い解   
を選ぶ．  

より一般的には，次のように書ける．実数の  
（m，m）次元の行列dと非負のm次元ベクト   
ル9，それに几次元ベクトルぁが与えられる・   
通常は乃≦mである．  

yA＝ら  
（1）   

を満し，かつ9に最も近い非負のm次元づク   
トルyを求める．先験OD表の与え方や，先   
験OD表と求めるOD表との速さの表し方に   
は，さまざまな方法がある．  

Entropy最大化原理【2】によって速さを   
Kullback－Leibler情報量で計るならば，目的関   
数は  

∑仇log（仇／恥）→min  （2）  
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1 はじめに  

交通網や通信網において，所定時間内に，ど  

の地点からどの地点にどれだけの tra侃c が  
あったかを調べたい．これをまとめ  1
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 表とよぶ．OD表は網の基礎的な資料であり，  

これに基づいて設備計画や制御を行なう．  

到着◆点  

合計   
・1 

田  
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図1：OD表   

各地点間のtra侃c調査は高価である場合が  
多い．一方，一般に各地点における流入量と  
流出量は，簡単に測定できる．そこで，各出発  

点から網内への流入量と，各到着点からの流  
出量から，地点間別のtra侃cを推定したいと  
いう要求が古くからある．   

多くの場合，OD表の要素は整数であること  
がわかっている．たとえば，交通の主体が離散  
である場合等である．このような問題に対し  
ては，実数推定より整数推定の方が，結果の  
解釈が容易で分解能が高いので望ましい．   

組合せ最適化を用いたOD表の整数推定法  
【3］は，（1）制約条件が完全には満たされな  

い，（2）計算結果に再現性がない，（3）計算  
時間が長い，といった問題点がある．   

ここでは，上の欠点を解消する新しいOD  
表の整数推定法一構成順序推定法－を提案す  
る．第2節でOD表推定問題の定式化を行な  
い，第3節で数値例を紹介する．第4節で構  
成順序推定法を説明し，評価を行う．最後に  
第5節でまとめと今後の課題を述べる．  

2 0D表の推定問題   

図1の行和と列和から，表の中身を推定し  
たい．これは等式よりも変数の方が多い連立  

である．   

この場合，反復尺度法（iterativescaling）【  
や一般の数理計画法で非負実数の解が求め  

れる．目的関数に情報量以外の凸関数，た  

えばズ2を選んでも同様である・  

3 数値例  
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実数推定と整数推定の例を示す．表1は入  
力データで，表の中身が先験OD表，表の最  

終行が列和，最終列が行和を表している・   

表2は実数推定，表3は整数推定の計算結  

果，である．  

表1：入力データ（先験OD表と行和・列和）  
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表2：実数推定の結果  
構成順序推定法の算法1‥  

0・667 0・0001・000 0・333  1・β‥＝∑帥  

0・333 0・000 0・500 0・167  2．問題（1），（2）を解く．その解zを整数に  

0．000 0．0001．500 0，500  打ち切ってyとする・  

3．恥‥＝礼一肌（た＝1，…，m）とする・  

4・■γ：＝ざ－∑恥  
表3：整数推定の結果  

1010  5・算法0の手順3以降に同じ・  

0 010  この算法によれば，出発点と到着点がそれ  

0 011  
ぞれ数十ある実用規模の問題を扱っても制約  
条件は完全に満たされ，計算結果に再現性も  
ある．また計算時間は実数推定法として反復  

チ構成順序推定法  
、 

。 
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す， 
トルyを求める・  5 ぁわりに  
yを9に近くなるように構成するという静  

的な視点に加えて，動的な視点を導入する．す  状態と観測が0を含む自然数のベクトルで   
′  

ゝ  

構成順序推定法の算法0‥  することである・   

1・γ：＝∑少ん  

ィ  

2・y‥＝0とする・  仝に満たし，結果に再現性があり，かつ計算   

3・り 
定を高速化  

（き，その鰍 
の最大要素をzんとする．  

（b）恥‥＝弘十1とする・  

（c）（1）において仇を含む等式制約に   参考文献  
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